






















































国家グループ 1960－701970－801980－90 1990 1991〔・｝ 1990－2000ω
高所得国 4．1 2．4 2．4 2ユ 0．7 2．1
発展途上国 3．3 3．0 1．2 一〇．2 一〇．2 2．9
サハラ以南アフリカ 0．6 0．9 一〇．9 一2．0 一1．0 0．3
アジアと太平洋 2．5 3．1 5ユ 3．9 4．2 4．8
需　アジア　アジア
?? ?? ?? ?? ?? ??
中東と北アフリカ 6．0 3．1 一2．5 一1．9 一4．6 1．6
ラテンアメリカとカリブ 2．5 3．1 一〇．5 一2。4 0．6 2．2
ヨーロツパ 4．9 4．4 1．2 一3．8 一8．6 1．9
東欧 5．2 5．4 0．9 一8．3 一14．2 1．9
























































































ｻの他送金 経常収支 資本収支、 国際収支
1960 10，059 10，043 16 一1，267 一1，251 1，226 一25
1970 18，200 18，802 一602 一2，811 一3，412 4，382 969
1975 44，309 52，784一8，475 一5，659一14，130 14，775 645
1980 ll3，708 123，321 一9，613 一18，528 一28，14430，259 2，115
1981 122，145 134，757 一12，612 一27，834 一40，448 37，959 一2，490
1982 108，637 111，177 一2，540 一39，809一42，349 20，888 一21，461
1983 107，641 81，69125，950 一34，925 一8，977 3，369 一5，609






































































































































































































































































































































































































































































































0 食料 3，551 41．0 100．0 7，347 28．7 100．0 10．7
コーヒー 1，306 36．8 3，556 48．4 17．2
1 飲料 153 1．8 466 L8 20．5
2 原料 2，097 24．2 3，345 13．1 6．0
3 鉱物，燃料 201 23 1，624 6．3 70．8
4 動物，植物油 267 3．1 838 3．3 21．4
5 化学製品 186 2ユ 100．0 1，679 6．6 100．0 80．3
512 有機化学 59 31．7 711 42．3 110．5
6 基礎製品 749 8．6 100．0 4，603 18．0 100．0 51．5
6291天然ゴム製品 n．a． 212 4．6
68 非鉄金属 30 4．0 510 ユ1．1 160．0
7 機械及輸送機器 896 10．3 100．0 3，899 15．2 100．0 33．5
71 非電製品 426 47．5 1，662 42．6 29．0
7115ピストンエンジン 91 10．2 646 16．6 61．0
72 電気製品 172 19．2 621 ユ5．9 26．1
73 輸送設備 299 33．4 1，616 41．4 44．0
7321 自動車 63 7．0 521 13．4 72．7
8 その他製品 392 4．5 100．0 1，557 6．1 100．0 29．7
851 履物 165 42．1 908 58．3 45．0



























? 1981 1982 1983 1984 1985 19861987
ブラジル
メキシコ
アルゼンチン
ベネズエラ
チリ
ペルー
コロンビア
エクアドル
ウルグアイ
ボリビア
ラテンアメリカ全体
9L2
28．7
131．2
10．8
　9，5
72．7
27．5
17。9
29．4
25．2
57。6
97．9
98．8
208．7
　7．9
20．7
72．9
24．1
24．3
20．5
296．5
84．8
179．2
80．8
433．7
　7．0
23．6
125ユ
16．5
52．5
51．5
328．2
131．1
203．3
　59．2
688．0
　18．3
　23．0
11L5
　18．3
　25．1
　66．1
2，177．2
185．2
228．0
　63．7
385．4
　5．7
　26．4
158．3
　22．3
　24．4
　83．0
8，170．5
275．3
58．4
105．7
81．9
12．3
17．4
62．9
21．0
27．3
76．4
66．0
64．6
337。9
143．6
178．3
36．1
22．9
104．8
24．7
30．6
59．9
10．5
187．1
資料　ECI．AC．
出所　S．　Branford＆B．　Kucinski；The　Debt　Squds，　The　US・Bank　and　Lαtin　America，　Zed　Books，1988，　p．5．
（13）　Diama　Alarcon　and　Terry　Mokinley：Beyond　Import　Substitution，　The　Restructuring　Prqjects　of
　Brazil　and　Mexico，　Lα伽んηεrごcαπPerspec伽es　Volユ9，　No．2，1992，　p．78．
（14）　Il）id；p80．
（15）　Ibid；p82．
98　　　　　　　　　　　　　　　『明大商学論叢』第77巻第2号　　　　　　　　　　　　　　（232）
は，1970年代には，年間1億8，000万ドルの流出がおこっていたが，80年代に急増して，1980年，
約3億7，000万ドル，1982年，3億7，010万ドルといった額の流出がおこったのである。（16＞
　メキシコやアルゼンチンでも同様の傾向があらわれている。その国民経済の従属的構造のもつ
弱点が，対外経済関係の不均衡から，悪性インフレーション，資本流出，工業生産成長率の低下
となり，このことがいっそうのインフレーションを導き，悪循環が拡大再生産されていたのであ
った。
（4）
　このように，UNCTADにおける南北間の対話によって，南北間の国際協力による開発戦略を
策定・実行するという「国連開発の10年計画」の路線から，IMF・世界銀行が債務返済を挺子
に安定化と構造調整を強制させる政策のおしつけと実行の路線への転換は，発展途上諸国経済の
危機とその従属的性格を強化することとなった。南委員会の報告は次のように批判している。
　「1980年代の調整過程において，これら必要な改革は，構造調整に対する不均衡な国際的ア
プローチと国際金融機関によって処方されたコンディショナリティによって挫折させられた。安
定化と構造調整計画の一部として発展途上諸国に事実上おしつけられたマクロ経済政策一とくに
財政・為替レート政策一は，外貨の支払収支の急速かつ短期の改善達成にむけて加速されている。
まさに厳しい経済的縮小の犠牲で国際的商業銀行の利益擁護が，かくて，国際債務管理戦略の主
要関心事となっている。
　さらに発展途上諸国におしつけられた安定化と調整の計画は，成長を阻害することなしに調整
がおこり，持続することを可能にするほど充分な外部からの金融支援を提供しなかった。計画は
構造的疾病が治癒される速度について不当な楽観主義的な仮定にもとついていた。そのうえ，そ
れらは，市場経済諸国とマネタリスト的政策の有効性における教条的信念によって形成されてい
た。これらの優i先順位と諸政策の結合は，発展途上諸国の経済的災難と社会的荒廃を様々な手段
でいっそう悪化させた。
　とくに公共支出の削減と相対的な価格の変化からなる構造調整の処方における公正さの完全無
視は，保健・教育のような重要な公的サービスに破壊的な影響をもたらし，とくにもっとも広汎
な社会層に悪影響をあたえたのであった。」（’7）
　経済的な局面で好転がおこり，債務の返済は滞ることなくすすんでいくであろう。しかし，そ
こには多国籍企業のいっそうの進出がおこり，人々の生活は低下し，社会的環境の悪化と，福
祉・教育における後退がおこることであろう。こうして南北問題の解決は遠のき，より深刻にな
ることであろう。
　経済的開発は誰のためのものであるのか，経済発展はだれによってもたらされ，それは，人び
との生活とどのようにかかわっているのか。問題の所在をより明確にしなければならない。
（16）奥村茂次他編「データ世界経済」1990，144ページ。
（1り　The　South　Commission；op．cit．pp．67－68．
